
「予備自衛官中央訓練から得たこと、予備自衛官として思うこと」 

予備２等陸曹 白戸麻利子 

私は普段は大学研究室の秘書として勤務し、平成２７年１２月から予備自衛官（技能・

語学）を続けています。私が予備自衛官を目指すきっかけとなった出来事は米国留学時に

起きた９１１テロと仙台市内で経験した東日本大震災です。自分の国を自分で守る為に何

かできないかと考えていた矢先、予備自衛官制度を知りました。 

そしてこの度、令和８年度予備自衛官中央訓練に参加する機会をいただきました。本訓

練について参加経験がある仲間からお話を伺っておりましたが、自分が訓練参加者に指定

されたことを知ったときは嬉しさよりも身の引き締まる思いに包まれました。 

中央訓練では全国から約６０名が集まり（女性は１４名）、朝霞駐屯地で第３２普通科

連隊から非常に充実した訓練を受けました。特にフル装備で緊迫感ある状況で外国人不審

者対応を演練しましたが、自分の語学をどのような場面で活かして役割を果たすのか、ど

んな形で仲間の役に立つことができるか、通常訓練に増して具体的にすることができまし

た。更に訓練後の反省会でも他の参加者と白熱した意見交換を行いました。 

市ヶ谷駐屯地では永年勤続者表彰があり、荒井陸上幕僚長から訓示をいただきました。

予備を含め自衛官が目標定員割れの状況下で予備自衛官への期待が高まっていることを直

接お聞きでき、国防に微力でも携わりたい気持ちがより強くなりました。  

参加者は普段、それぞれ別々の環境で生活していますが、同じ予備自衛官としてお会い

したので初対面でもすぐに打ち解けることができました。この予備自衛官というだけで生

まれる仲間意識と素晴らしい団結力で臨んだ５日間の訓練はあっという間の出来事でした

が、一生の思い出となりました。元自衛官だった方々とは自衛官時代の貴重なお話を伺

い、私からはなぜ公募予備自に志願したのかなどを説明し、お互いの理解を深めるべく交

流しました。 

これまで予備自衛官を続けてこられたのは志願当時からずっとお世話になってきた宮城

地方協力本部、第１１９教育大隊と職種訓練（仙台駐屯地）の英語教官の皆様、そして何

よりも一緒に訓練を受けてきた仲間の存在があったおかげです。この場を借りて改めて心

より感謝申し上げます。 

 

 

 

 

 

 



 

 

白戸予備２等陸曹 

訓練に参加した予備自衛官達と記念撮影 


